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研究成果の概要（和文）：触知と把握の動作を誘導する「能動アート」プログラムを開発し、ストレス緩和ケアのため
の心理的効果やリハビリを補助する効果について定量的に評価、分析した。「ハロウィンアート」「クリスマスアート
」「花火を描こう！」「クラゲを描こう！」「ナースコール・アート」などの「能動アート」プログラムを制作した。
基礎実験において気分の改善が認められたことに基づき、医療機関でアートワークショップを実践して、心理評価、生
理測定、行動観察によって「能動アート」プログラムの効果を確認した。

研究成果の概要（英文）：Active Art is defined as artworks and art creations that encourage movements of 
touching and grasping. We created 'Active Art' programs called Halloween Art, Christmas Art, Let’s Draw 
Fireworks!, Let’s Draw Jellyfish!, and Nurse Call Art, etc. Psychological evaluations, physiological 
measurements, and behavioral observations of participants were performed to study the effects of the 
programs for stress reliever care. On the basis of the results of basic experiments, we performed further 
studies at hospitals. We found that the participants’ mood was improved, thus confirming the 
effectiveness of the Active Art program.

研究分野：感性デザインに基づくアートワークショッププログラムの開発と評価および視覚的造形要素に関わる感性
評価

キーワード： 能動アート　触知の誘導　把握の誘導　アートワークショップ　気分の改善　緩和ケア　QOL向上　リハ
ビリ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国内外の美術館では、アート作品に触るこ
とができる参加型展示の増加がみられる。し
かしながら、触るという能動的な鑑賞行為が
加わることによる心理的効果について、定量
的な評価、分析に裏付けられた既往研究が乏
しい。医療機関におけるアート活動では、以
前から絵画など受動的なアート作品の展示
に限られているのが現状である。 

 
２．研究の目的 
触知と把握の動作を誘導する「能動アー
ト」プログラムの触知性に起因する心理的効
果について、心理評価、生理測定、および行
動観察によって定量的に評価、分析する。ス
トレス緩和ケアに効果的な「能動アート」プ
ログラムを開発し、医療機関において実践し
て評価する。緩和ケアにおける QOL 向上の
ために「能動アート」が果たし得る新たな支
援プログラムを見出すことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）参加型アート展示の取り組み事例調査 
 先進的な取り組みがみられる英国を中心
とする美術館や博物館を視察し、参加型アー
ト展示における触知パターンを抽出すると
ともに、国内での事例と比較しながら「能動
アート」における触る動作の誘導に関わる方
向性を確認する。 
（２）緩和ケアを中心とする病院におけるア
ート活動の事例調査 
 英国の病院における先進的な取り組み、お
よび国内の緩和ケア病棟を中心とする病院
を視察し、その特質を把握するとともに、ア
ート活動の現状を確認する。 
（３）「能動アート」としての動作の決定 
 触る動作を中心とする手の動きに着目し、
「能動アート」として誘導する効果的な手の
動作を調査して決定する。 
（４）プログラムの制作とアートワークショ
ップの実践 
触ったり握ったりする動作を誘導する創
造的な作業プログラムを制作し、緩和ケアを
中心とする病院においてアートワークショ
ップを実践し、その心理的効果を調査する。 
（５）「能動アート」プログラムの開発と効
果検証 
触知と把握の動作を誘導する「能動アー
ト」プログラムを開発する。基礎実験におい
て「能動アート」プログラムの心理的効果を
調査し、医療機関において実践、評価する。 
 
４．研究成果 
（１）参加型アート展示の取り組み事例調査 
 英国を中心とする美術館および博物館に
おける参加型アート展示を視察し、触る動作
を誘導する心理的要素と物理的要素につい
て調査した。手で触って用いることが日常で
あったものを鑑賞作品とした場合に、触ると
いう鑑賞の動作は受け入れやすく、触る動作

を誘導する心理的要素になることを確認し
た（図１）。また、タッチパネル、操作器具
のレバー形状、および操作を促す仕組みから
触知パターンを抽出し、「能動アート」にお
ける触る動作の誘導に関わる物理的要素を
確認した（図２）。 
日本の事例では、作品や展示ガイドを触っ
て鑑賞する美術展が少数実施されているが、
能動的に触る動作を誘導するような企画内
容はみられない状況に留まっていることを
明らかにした。 
 
 
 
 
 
 

   
図１ The British Museum 
 
 
 
 
 
 

   
図２ The Natural History Museum 
 
（２）緩和ケアを中心とする病院におけるア
ート活動の事例調査 
英 国 Norfolk and Norwich University 
Hospitalおよび Oxford University Hospital
におけるアートの取り組みを視察し、アート
活動の意義、必要性、事例、効果の評価方法
について調査した。英国では、National 
Health Serviceの制度によって病院のアート
活動が補助され、アート展示に関わる活動だ
けではなく、音楽や身体表現（ダンスなど）
の企画があり、先進的な取り組みがみられる。
しかしながら、アート活動の心理的効果に関
する定量的な研究、リハビリとアート活動が
連携する取り組みなどは見られず、触ったり
握ったりする動作を誘導する「能動アート」
によって、気分の改善や身体機能維持（リハ
ビリ）の補助的効果を目的とする本研究は先
進的であり意義は大きいことが明らかとな
った。 
日本の事例では、ホスピス緩和ケアの中枢
である国立がん研究センター東病院、緩和ケ
アについて先駆的な取り組みを行っている
東札幌病院、地域のがん拠点病院である聖路
加国際病院および筑波メディカルセンター
病院、緩和ケア病棟を保有せず緩和ケアチー
ムとして緩和ケアに取り組んでいる筑波大
学附属病院において、それぞれの機関の特質
やアート活動に関する現状、患者および緩和
ケアに関わる人々の心理状態などを中心に
調査を実施した。患者は、命の最後まで身の
回りのことを自分でしたいと思っているこ
と、ものづくりにおける成果物が本人や家族



の記念になることを見出し、「能動アート」
のプログラムの要素に取り入れることとし
た。 
 
（３）「能動アート」としての動作の決定 
リハビリ療法で用いられる STEF を中心と
する上肢の動作機能の測定評価項目に基づ
いて手の動作パターンを分類した。その結果、
最も基本的な動作に関わると考えられる手
内筋を使用する触知と把握の動作を「能動ア
ート」において誘導する手の動作とした。 
 
（４）プログラムの制作とアートワークショ
ップの実践 
 触ったり握ったりする動作を誘導する創
造的な作業プログラムである「ハロウィン・
アート」および「クリスマス・アート」のプ
ログラムを制作し、国立がん研究センター東
病院および東札幌病院の緩和ケアにおいて
アートワークショップを実践して評価した。
参加者の気分評価や行動観察によって、プロ
グラムの心理的効果を定量的に調査した。本
プログラムは、色、形、素材によって触知と
把握の動作を誘導する。 
その結果、ワークショップ前後で参加者の
気分が有意に改善することを確認した（図
３）。行動観察では、ワークショップの参加
時間の経過に従って、より能動的に制作に参
加するようになり、作業に集中する様子がみ
られた。また、ワークショップスタッフや医
療スタッフとの会話が増加したり、硬直して
いた表情が和らいで笑顔がみられ、患者の言
動や表情が変化する様子を確認した（図４）。 
緩和ケアにおける、触ったり握ったりする
動作を誘導する創造的な作業プログラムの
心理的効果が明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ ワークショップ前後の患者の気分評価 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図４ アートワークショップの実践 

（東札幌病院 2012.10） 

また、福井県済生会病院において、触った
り握ったりする動作を誘導する創造的な作
業プログラムである「夢鱗のカルナ」、「虹ク
ラゲのジェリー」および「ひつじのスタンプ
づくり」のアートワークショップを実践して
評価した。参加者（入院患者、外来患者、付
き添い、お見舞い、病院職員）の気分を、気
分プロフィール検査（POMS）短縮版およびフ
ェーススケール評価（Wong-Baker FACES Pain 
Rating Scale）で調査した結果、アートワー
クショップに参加することによって、参加者
の気分が改善することを確認した（図５）。 
 
 
 
 
 
 

   
図５ アートワークショップの実践 

（福井県済生会病院 2014.6～2014.11） 
 
 
（５）「能動アート」プログラムの開発と効
果検証 
①「花火を描こう！」のプログラム 
触知と把握の動作を誘導する「能動アー
ト」プログラムである「花火を描こう！」を
制作して評価した（図６）。コンピュータタ
ッチパネルを触る動作とエアゴムを握る動
作を誘導する「花火を描こう！」を実施する
ことによる気分の変化を、気分プロフィール
検査（POMS）短縮版によって調査した結果、
プログラム前後で「緊張－不安」「抑うつ－
落ち込み」「怒り－敵意」「疲労」「混乱」は
有意に低下し、「活気」は保たれ、気分が改
善することを確認した（図７）。 
絵はがきという成果物の有無に関係なく、
「花火を描こう！」のプログラムを行うこと
によって気分が改善することが示され、「能
動アート」プログラムの心理的効果が明らか
となった。 
小児がん専門施設チャイルド・ケモ・ハウ
スおよび筑波大学附属病院小児総合医療セ
ンターにおいて「花火を描こう！」のプログ
ラムを実践して評価した（図８）。筑波大学
附属病院では、「花火を描こう！」のプログ
ラムを実践するアートワークショップに参
加することによって、入院患児の気分が有意
に改善することを確認した。加えて、「もっ
とやりたくなる気分」になり、結果として触
ったり握ったりする動作を誘導して患者の
身体機能維持（リハビリ）を補助する効果が
示唆された。 
「花火を描こう！」のプログラムを緩和ケ
アにおいて実施することは、患児の気分を改
善し、患児とその家族や医療スタッフとのコ
ミュニケーションツールとなり、緩和ケアに
おける QOL 向上に繋がる。触知と把握の動作
を誘導する「能動アート」の効果が示された。 



 
 
 
 

   
メッセージに従って    背景を選択する 
画面に触れる 
 
 
 
 

   

 
 
 
 

   
花火を配置する位置に触れ 
エアゴムを握ると花火が打ちあがって開く 
 
 
 
 
 

  
タッチパネルを触る    エアゴムを握る 
触知の動作        把握の動作 
 
図６「花火を描こう！」のプログラム画面と 
触知・把握の動作 

 
 
 
 
 
 

  
*** p<.005            *** p<.005 

緊張－不安（T－A）  抑うつ－落ち込み（D） 
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疲労（F）            混乱（C） 
絵はがきを作成する 

          絵はがきを作成しない 
 
図７ プログラム前後における POMS の T得点 

 
 
 
 
 
 

  
図８「花火を描こう！」の実践 
（左：チャイルド・ケモ・ハウス 2013.8 
右：筑波大学附属病院 2013.12） 

 
 
②「ナースコール・アート」のプログラム 
触知と把握の動作を誘導する「能動アー
ト」プログラムである「ナースコール・アー
ト」のワークショップを、小児がん専門施設
チャイルド・ケモ・ハウスおよび筑波大学附
属病院小児総合医療センターにおいて実践
して評価した（図９）。「ナースコール・アー
ト」は、ナースコールのデバイスに多色の紙
粘土や飾りパーツを使って手作りのナース
コールを制作し、完成した作品を操作して看
護師との会話を模擬体験することができる
プログラムである。心理評価、生理測定、行
動観察によって本プログラムの効果を評価
した。   
ワークショップ前後で、フェーススケール
評価（Wong-Baker FACES Pain Rating Scale）
における患児の気分の改善、或いは、良い気
分を保つことが示され、「能動アート」プロ
グラムの効果を確認した（図 10）。フェース
スケール評価に加えて行動観察を行うこと
により、主観的な評価に関する詳細な分析が
可能であることが示された。「能動アート」
プログラムの心理的効果を得るためには、プ
ログラムの作業時間、参加意思などを検討す
る必要があることを確認した。 
ワークショップ前後で参加者の血圧を測
定し、平均血圧と気分の評価との関係を調査
した結果、ワークショップ前後のフェースス
ケール評価に変化がない参加者は、平均血圧
が低下し、ワークショップのプログラムがリ
ラックスするような刺激になった可能性が
示された（図 11）。フェーススケールによる
気分の評価は、安心、リラックスなどに関す
る気分の評価とは異なる、興奮、わくわくな
どの気分を評価する尺度に関係することが
考えられ、今後、更に調査する必要がある。
気分の変化と血圧との関係を調査すること
によって、主観評価が難しい小児の心理状態
を明らかにすることができる。また、制作さ
れた作品の形や色が、「能動アート」プログ
ラムのデザイン要素、すなわちデバイスの形
や作業の環境色（作業シートの色）に関係す
る傾向が示された。作品の形や色を誘導する
ことにより、形や色に関わる心理的効果を活
用した「能動アート」プログラムへの展開が
期待できる。加えて、作品に目口を付けて顔
表情を作ることによって、話しかけるという
インタラクション効果の可能性が示された。 



長期間の入院生活が強いられる小児がん
の治療において、「能動アート」が果たし得
る小児の心身の発達に効果的なプログラム
を開発するための画期的な成果であると考
える。 
 
 
 
 
 
 
 

  
図９「ナースコール・アート」の実践 
  （左：筑波大学附属病院 2014.11 
     右：チャイルド・ケモ・ハウス 2014.11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
筑波大学附属病院での気分の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
チャイルド・ケモ・ハウスでの気分の評価 
 
図 10 ワークショップ前後のフェーススケー
ル評価 
（Wong-Baker FACES Pain Rating Scale） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 11 ワークショップ前後の平均血圧変動量 
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